
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行部数７６１部 

■  社長 のブログは こち ら  ■  
h t t p : / / w w w . f r o m f o r m . j p / b l o g / 

さ が べ ん 

さるく・そーつく 

えーくらう 

そ゛ーたん 

(訳)歩く・歩き回る 

(訳)酔っ払う 

(訳)冗談 

Ｙｏｕｔｕｂｅ 渕野陶磁器原料 

■Ｙｏｕｔｕｂｅ動画をチェック！■ 

あ～えーくろうた～ 
また飲みなおそうかにゃ～ 

（あ～酔っぱらった～ 

また飲みなおそうかな～） 

ぞーたんのごと！ 
そがん えーくらうまで 
どこ そーつきよったとね！ 

（冗談じゃない！ 

そんなに 酔っぱらうまで 
どこを 歩き回っていたの！） 

２０１６年１月２１日、茨城

県工業技術センター窯業指導所

にて「磁器土・原料基礎講座」と

題し、講演をさせていただきま

した。科学的視点に基づいて、や

きものが出来上がっていく過程

で起こる現象について解説をい

たしました。 

お詫び 今回２月号として準備をしておりましたが、４月のお届けとなりましたことをお詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。 

その具体的な内容は次の４つです。 

１つめは、当社の紹介を兼ねて磁器土の製造工程をご覧

いただきました。有田焼地域の特徴であるスタンパー（キ

ネとウス）を使った磁器土のできるまでを、製造段階の各

工程について動画を使いながら説明しました。 

２つめに、素地と釉薬の相性についての話をしました。

冷め割れや貫入など、焼成後、実際に起きる症状の原因と

なる素地と釉薬それぞれの熱膨張係数の関係性について、

具体的数値を例に出しながら説明をしました。熱膨張係数

の数値を把握することで、釉薬と素地と焼成条件の組み合

わせの良し悪しを判断することが可能になります。 

３つめは、トラブル時の対応事例をいくつか紹介いたし

ました。例えば、鉄粉（黒い斑点）が出た場合、走査型電

子顕微鏡の元素分析機能を使い、その斑点の成分を調べ、

その成分をもとにどこから混入したのか推定すること。ま

た、ヘタリや収縮の違いが発生した場合は、原因の一つと

して窯の温度計と中の実際の温度が違っていたりする場

合があったり、他の原因として粘土の組成に変化が無いか

調べるには蛍光Ｘ線分析を用いたり、同じ理由で粘土の粒

子の大きさに変化が無いかを見る場合は粒度分析で確認できること、

などをお話しました。 

４つめは、鋳込み成形についての話でした。泥漿の粘性が収縮に及

ぼす影響や、適正な水分量と解膠剤の適正量、石膏型を作製する場合

には成形体の厚みのバランスを考慮する必要があることなどを説明

しました。 

ありがたいことに、この日は４０名以

上の方がご参加くださり、講演途中や休

憩時間などにはたくさんの質問も受け

るなど、熱心に聞いていただくことがで

きました。 

４月から窯業指導所は、茨城県立笠間

陶芸大学校となります。笠間でも磁器土

を使う方が増えたということもあって、

寺本陶房 寺本さまのご紹介により、こ

の陶芸大学校の県外講師の一人として

私も委嘱を受けましたので、磁器土や原

料を扱う立場から今後もお話をさせて

いただく機会があるかと思います。 

最後になりましたが、お招きいただき

ました笠間陶芸大学校準備室の佐藤所

長、常世田さまはじめ、みなさまには大

変お世話になりました。この場を借りて

あらためてお礼申し上げます。 

陶芸大学校のみなさまはもちろん、私

どものお客さま方に向けても、さらに有

益な情報を提供できるよう努力して参

ります。 

こ
の
よ
う
な
講
座
や
勉
強
会
を 

各
地
で
開
催
し
て
い
く
こ
と
を 

計
画
中
で
す
。 

↓ 講演の様子 

『
だ
か
ら
日
本
は
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
』 

マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
（
著
） 

を
ま
ず
紹
介
し
ま
す
。 

日
本
が
持
つ
伝
統
や
文
化
、
精
神
性
の
素
晴

ら
し
さ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
16
世
紀
末
の

天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
功
績
を
詳
し
く
説
明
し

て
あ
り
ま
す
。 

天
正
遣
欧
使
節
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ

た
４
人
の
少
年
た
ち
は
み
な
九
州
の
出
身
で

す
。
日
本
を
出
て
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
到
着
す

る
ま
で
、
２
年
半
も
の
月
日
を
要
す
る
航
海
で

し
た
。
苦
難
の
旅
路
の
甲
斐
あ
っ
て
、
渡
欧
後
は

ロ
ー
マ
教
皇
や
フ
ェ
リ
ペ
２
世
な
ど
、
こ
の
時

代
の
錚
々
た
る
面
々
に
大
歓
迎
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
と
の
文
化
文
明
交
流
事
業
を
成
し
遂

げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
偉
業
だ
っ
た

の
に
「
欧
州
へ
渡
っ
た
」
く
ら
い
し
か
知
ら
な
か

っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。 

し
ま
す
。 

こ
の
本
を
読
む
中
で
一

つ
疑
問
が
湧
き
ま
し
た
。
当

時
、
白
人
で
は
な
い
彼
ら
が

な
ぜ
差
別
的
な
目
で
見
ら

れ
な
か
っ
た
の
か
？
と
い

う
も
の
で
す
。 

そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ

た
の
が
、 

『
植
民
地
残
酷
物
語
』 

山
口
洋
一
（
著
） 

で
す
。
こ
れ
を
読
む
こ
と
で

納
得
で
き
ま
し
た
。
白
人
優

越
意
識
が
顕
著
に
な
っ
て

い
く
の
は

17

世
紀
以
降

で
、
そ
れ
以
前
は
、
有
色
人

種
を
見
下
す
こ
と
は
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。 

カ
デ
ロ
氏
が
言
う

よ
う
に
、
い
か
に
自
国

の
歴
史
を
知
ら
な
い

こ
と
か
。
日
本
の
素
晴

ら
し
さ
を
正
し
く
知

り
、
愛
国
心
を
育
ん
で

い
く
必
要
性
を
痛
感

い
や
、
今
回
は
２
冊
で
す
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じゃりんこミホの見ている風景 
http://ameblo.jp/toudoyasan-jarinko/ 

更新  

有限会社 渕野陶磁器原料 
〒 ８４９-１４２６ 
佐賀県嬉野市塩田町大字五町田乙２８７-１ 

info@fromform.jp 
http://www.fromform.jp 
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このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありましたみなさまにお送りしております。
必要ない方は、たいへんお手数ですがその旨を下記までご連絡ください。 

昔
は
ス
タ
ン
パ
ー
（
 キ
ネ

と
ウ
ス
）
を
動
か
す
動
力
は
水

車
で
し
た
。
川
の
水
を
利
用
し

て
直
径
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

水
車
を
回
し
、
そ
の
回
転
力
で

キ
ネ
を
搗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
水
車
は
各
工
場

が
単
独
で
設
置
し
て
い
る
も

の
は
少
な
く
、「
 も
や
い
ぐ
る

ま
」
と
呼
ば
れ
る
共
同
で
使
用

す
る
も
の
が
大
半
で
し
た
。
う

ち
も
含
め
、
す
ぐ
近
所
に
あ
っ

た
粘
土
を
作
る
工
場
21
軒
に

対
し
て
、
水
車
は
11
基
く
ら

い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
 

川
の
水
を
引
き
込
ん
だ
幅

1.5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
狭
い

水
路
に
水
車
は
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。こ
の
狭
い
水
路
の

両
側
に
粘
土
を
作
る
工
場
が

あ
っ
て
、一
つ
の
水
車
を
共
同

で
使
っ
て
い
ま
し
た
。ス
タ
ン

パ
ー
の
数
は
水
車
を
挟
み
片

側
４
～
８
本
ず
つ
、水
車
は
同

じ
で
も
両
側
は
そ
れ
ぞ
れ
別

の
人
の
工
場
で
し
た
。２
軒
で

共
同
の
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、単

独
で
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、う
ち
の
場
合
は
反
対
側

に
は
２
軒
の
同
業
者
さ
ん
が

い
ま
し
た
の
で
計
３
軒
で
共

用
し
て
い
ま
し
た
。
 

水
車
で
ス
タ
ン
パ
ー
を
動
か

す
場
合
、水
車
に
か
か
る
負
荷
で

水
車
の
回
転
数
が
変
わ
り
ま
す
。

負
荷
が
小
さ
い
（
 ＝
一
つ
の
水

車
で
動
か
す
ス
タ
ン
パ
ー
の
本

数
が
少
な
い
）と
回
転
数
は
早
く

な
り
、
負
荷
が
大
き
い
（
 ＝
一

つ
の
水
車
で
動
か
す
ス
タ
ン
パ

ー
の
本
数
が
多
い
）と
回
転
数
は

遅
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
を

流
れ
る
水
の
量
で
も
回
転
数
は

変
わ
り
ま
す
。水
車
の
回
転
数
の

差
は
、キ
ネ
が
陶
石
を
搗
く
回
数

の
差
に
な
り
、キ
ネ
が
搗
く
回
数

の
差
は
、粉
が
出
来
上
が
る
ま
で

の
日
数
の
差
に
な
り
ま
す
。
 

水
車
の
頃
は
24
時
間
操
業

で
し
た
。現
在
よ
り
も
ゆ
っ
く
り

と
搗
い
て
い
た
の
で
、粉
が
出
来

上
が
る
ま
で

2
～

3
日
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
水
路
を
流

れ
る
水
の
量
と
搗
か
せ
る
キ
ネ

の
本
数
で
回
数
が
変
わ
る
た

め
、
出
来
上
が
り
の
判
断
は
粉

の
状
態
で
確
認
し
て
い
ま
し

た
。
 

水
車
は
他
の
機
械
の
動
力
源

で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
大
き

な
力
を
必
要
と
す
る
機
械
を
動

か
す
際
に
は
キ
ネ
を
止
め
て
、

そ
ち
ら
に
力
を
集
中
さ
せ
て
い

ま
し
た
。父
の
頃
の
話
で
す
が
、

も
や
い
ぐ
る
ま
だ
っ
た
お
隣
さ

ん
が
、
自
分
の
工
場
を
止
め
た

く
な
い
た
め
に
、
深
夜
に
勝
手

に
う
ち
の
工
場
の
ス
タ
ン
パ
ー

を
休
止
さ
せ
、
自
分
の
と
こ
ろ

の
他
の
機
械
を
動
か
し
て
い

た
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
 

 その１２ 

今年は有田焼４００周年！！ 
記念すべき年の陶器市は賑やかになりそうな予感。 
ＧＷはぜひ佐賀、有田にいらしてくださいね！  吉村 

◆ 編 集 後 記 ◆ 

第
12
話 

会
長
さ
ん
の
昔
話 

 １月２４日の朝、カーテンの隙間からの冷気
で目が覚めました。窓を開けて外を見ると、一
面真っ白。 
 その積雪は、道路と田んぼの境目すらわから
ない程のもので、庭に置いていた車は、雪で
何十センチも背が高くなっていました。こんな
に積もった雪を佐賀で見るのは、生まれて初め
てです。 
 九州では、数十年に一度の大雪で大パニッ

ク！交通機関がマヒし、車の事故も多数ありました。こんな私も雪
に不慣れな九州人の１人。車のチェーンはおろか、スタッドレスタイ
ヤすらつけていません！ 
こんな中、外出するなんて死ににいくようなもんだ！（←雪国の

人が聞いたら笑われそう） コタツにもぐり、暇つぶしにと始めた刺
繍・・・これがハマるハマる。 

 作り終えた頃には、指先の感覚がなくな
り、歯がガチガチ震えていました。急いで家
に駆け込み、こたつにスライディング。 
この日、私が住んでいる白石町では、観

測史上最低の－９．６℃を記録したそうで
す。どおりで寒いわけだ…。 
 翌日、溶けかけの雪が凍っていました。こ
の日も、外出しようものなら死にそうな外
の状況…。どうしても出勤できそうになかっ
たので、会社にお休みをいただきました。
前日作ったネコダルマを見ると、溶け始めて
首をかしげていました。なんか寂しいです
ね。 
結局この日も刺繍(笑) 刺繍三昧の２日

間で作ったのはＣＤ入れ！ 刺繍をしたフェ

 数時間ずっと刺繍をしていました
が、ある考えが頭をよぎりました。“こ
んな雪の日にコタツにいていいのか”
と。 
そのとき、（ガラッ！） 戸を開けたの

は、モッコモコの厚着をした２つ下の
妹。「ねーちゃん、外に行くばい！」 よ
しきた！２人で外に飛び出しました。 
 「雪だるまつく～ろ～♪」と歌いなが
ら雪玉を転がし、３０分を過ぎたころ、
ようやく完成！高さ７０センチくらいの
“雪だるま”ならぬ、“ネコダルマ”！ 
意外と上手くできてるでしょう？(^o^) 

ど
こ
が
道
で 

ど
こ
が
田
ん
ぼ 

？ 

ゴロ 

ゴロ 

完
成
！ 

思
う
が
ま
ま
に

縫
い
ま
す 

いろんな縫い方の練習 

ＣＤ入れ 

完成！！ 

ルトを縫い合わせて
作りました！ 
熱しやすく冷めやす

い私ですが、また何
か作ったら、写真を載
せたいので、頑張っ
て続けようと思いま
す。脱・飽き性！ 
  吉村 美穂 


